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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素構造であって、
　前記画素構造は、
　データ線と、前記データ線と垂直に交差した第一走査線と、前記第一走査線と平行に設
けられた第二走査線と、前記第一走査線と前記第二走査線の間に設けられた画素電極と、
コモン電圧を提供するためのコモン電極線と、からなり、
　更に、
　前記画素構造には、前記第一走査線と電気的に接続された第一スイッチユニット、及び
前記第二走査線と電気的に接続された第二スイッチユニットが設けられ、
　更にこのうち、
　前記第一走査線は、前記第一スイッチユニットをオンにする第一走査信号を伝送するた
めに用いられ、
　前記データ線は、オンになった前記第一スイッチユニットを通して前記画素電極に画素
電極電圧を提供し、これにより前記画素電極が充電されるとともに、
　充電が終了し、前記画素電極が電量を保った状態にある時、
　前記第二走査線は、第二走査信号を伝送し、これにより前記第二スイッチユニットがオ
ンになり、
　前記コモン電極線は、オンになった前記第二スイッチユニットを通して前記画素電極に
コモン電圧を提供し、これにより前記画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になり、
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　更に、
　前記画素電極は、第一サブ画素電極と、第二サブ画素電極とからなり、
　前記コモン電極線は、第一コモン電極線と、第二コモン電極線とからなり、
　前記第一スイッチユニットは、第一スイッチと、第二スイッチと、第三スイッチとから
なり、
　前記第二スイッチユニットは、第四スイッチと、第五スイッチとからなり、
　前記第一走査線は、第一サブ走査線と、第二サブ走査線とからなり、
　前記第一走査信号は、第一サブ走査信号と、第二サブ走査信号とからなり、
　更にこのうち、
　前記第一サブ走査線は、前記第一スイッチと前記第二スイッチをオンにする第一サブ走
査信号を伝送するために用いられ、
　前記データ線は、オンになった前記第一スイッチと前記第二スイッチを通して、それぞ
れ前記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極に画素電極電圧を提供し、これにより前
記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極が充電されるとともに、
　充電終了後、前記第二サブ走査線が第二サブ走査信号を伝送することで、前記第三スイ
ッチがオンになり、これにより前記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極が放電し、
　且つ放電が終了し、前記第一サブ画素電極と第二サブ画素電極が電量を保った状態にあ
る時、前記第二走査線は、第二走査信号を伝送し、これにより前記第四スイッチと前記第
五スイッチがオンになり、
　前記第一コモン電極線と前記第二コモン電極線は、それぞれオンになった前記第四スイ
ッチと前記第五スイッチを通して、前記第一サブ画素電極と第二サブ画素電極に前記コモ
ン電圧を提供し、これにより前記画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になる
　ことを特徴とする画素構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の画素構造において、
　更に、前記第一スイッチユニットのゲートは、前記第一走査線と電気的に接続され、前
記第一スイッチユニットのソースは、前記データ線と電気的に接続され、前記第一スイッ
チユニットのドレインは、前記画素電極と電気的に接続され、
　前記第二スイッチユニットのゲートは、前記第二走査線と電気的に接続され、前記第二
スイッチユニットのソースは、前記コモン電極線と電気的に接続され、前記第二スイッチ
ユニットのドレインは、前記画素電極と電気的に接続される
　ことを特徴とする画素構造。
【請求項３】
　請求項１に記載の画素構造において、
　更に、前記第一走査信号の周期をｔ１で表す場合、前記第二走査線は、前記第一走査信
号の１／２ ｔ１時点に前記第二走査信号を伝送する
　ことを特徴とする画素構造。
【請求項４】
　請求項１に記載の画素構造において、
　更に、前記第一スイッチは、前記第一サブ走査線・前記データ線・前記第一サブ画素電
極と電気的に接続され、
　前記第二スイッチは、前記第一サブ走査線・前記データ線・前記第二サブ画素電極と電
気的に接続され、
　前記第三スイッチは、前記第二サブ走査線・前記コモン電極線・前記第五スイッチと電
気的に接続され、
　前記第四スイッチは、前記第一サブ画素電極・前記第二走査線・前記第一コモン電極線
と電気的に接続され、
　前記第五スイッチは、前記第二サブ画素電極・前記第二走査線・前記第二コモン電極線
と電気的に接続される
　ことを特徴とする画素構造。
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【請求項５】
　請求項４に記載の画素構造において、
　更に、前記第一スイッチのゲートは、前記第一サブ走査線と電気的に接続され、前記第
一スイッチのソースは、前記データ線と電気的に接続され、前記第一スイッチのドレイン
は、前記第一サブ画素電極と電気的に接続され、
　前記第二スイッチのゲートは、前記第一サブ走査線と電気的に接続され、前記第二スイ
ッチのソースは、前記データ線と電気的に接続され、前記第二スイッチのドレインは、前
記第二サブ画素電極と電気的に接続され、
　前記第三スイッチのゲートは、前記第二サブ走査線と電気的に接続され、前記第三スイ
ッチのソースは、前記コモン電極線と電気的に接続され、前記第三スイッチのドレインは
、前記第五スイッチのドレインと電気的に接続され、
　前記第四スイッチのゲートは、前記第二走査線と電気的に接続され、前記第四スイッチ
のソースは、前記第一コモン電極線と電気的に接続され、前記第四スイッチのドレインは
、前記第一サブ画素電極と電気的に接続され、
　前記第五スイッチのゲートは、前記第二走査線と電気的に接続され、前記第五スイッチ
のソースは、前記第二コモン電極線と電気的に接続され、前記第五スイッチのドレインは
、前記第二サブ画素電極と電気的に接続される
　ことを特徴とする画素構造。
【請求項６】
　請求項１に記載の画素構造において、
　更に、前記第一サブ走査信号の周期をｔ１１で表す場合、前記第二走査線は、前記第一
サブ走査信号の１／２ ｔ１１時点に前記第二走査信号を伝送する
　ことを特徴とする画素構造。
【請求項７】
　液晶表示装置であって、
　前記液晶表示装置は、相対して設けられた配列基板及びカラーフィルター基板からなり
、
　前記配列基板には、画素構造が設けられ、
　前記画素構造は、
　データ線と、前記データ線と垂直に交差した第一走査線と、前記第一走査線と平行に設
けられた第二走査線と、前記第一走査線と前記第二走査線の間に設けられた画素電極と、
コモン電圧を提供するためのコモン電極線とからなり、
　更に前記画素構造には、前記第一走査線と電気的に接続された第一スイッチユニット、
及び前記第二走査線と電気的に接続された第二スイッチユニットが設けられ、
　更にこのうち、
　前記第一走査線は、前記第一スイッチユニットをオンにする第一走査信号を伝送するた
めに用いられ、
　前記データ線は、オンになった前記第一スイッチユニットを通して前記画素電極に画素
電極電圧を提供し、これにより前記画素電極が充電されるとともに、
　充電が終了し、前記画素電極が電量を保った状態にある時、
　前記第二走査線は、第二走査信号を伝送し、これにより前記第二スイッチユニットがオ
ンになり、
　前記コモン電極線は、オンになった前記第二スイッチユニットを通して前記画素電極に
コモン電圧を提供し、これにより前記画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になり、
　更に、
　前記画素電極は、第一サブ画素電極と、第二サブ画素電極とからなり、
　前記コモン電極線は、第一コモン電極線と、第二コモン電極線とからなり、
　前記第一スイッチユニットは、第一スイッチと、第二スイッチと、第三スイッチとから
なり、
　前記第二スイッチユニットは、第四スイッチと、第五スイッチとからなり、
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　前記第一走査線は、第一サブ走査線と、第二サブ走査線とからなり、
　前記第一走査信号は、第一サブ走査信号と、第二サブ走査信号とからなり、
　更にこのうち、
　前記第一サブ走査線は、前記第一スイッチと前記第二スイッチをオンにする第一サブ走
査信号を伝送するために用いられ、
　前記データ線は、オンになった前記第一スイッチと前記第二スイッチを通して、それぞ
れ前記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極に画素電極電圧を提供し、これにより前
記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極が充電されるとともに、
　充電終了後、前記第二サブ走査線が第二サブ走査信号を伝送することで、前記第三スイ
ッチがオンになり、これにより前記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極が放電し、
　且つ放電が終了し、前記第一サブ画素電極と第二サブ画素電極が電量を保った状態にあ
る時、前記第二走査線は、第二走査信号を伝送し、これにより前記第四スイッチと前記第
五スイッチがオンになり、
　前記第一コモン電極線と前記第二コモン電極線は、それぞれオンになった前記第四スイ
ッチと前記第五スイッチを通して、前記第一サブ画素電極と第二サブ画素電極に前記コモ
ン電圧を提供し、これにより前記画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　更に、前記第一スイッチユニットのゲートは、前記第一走査線と電気的に接続され、前
記第一スイッチユニットのソースは、前記データ線と電気的に接続され、前記第一スイッ
チユニットのドレインは、前記画素電極と電気的に接続され、
　前記第二スイッチユニットのゲートは、前記第二走査線と電気的に接続され、前記第二
スイッチユニットのソースは、前記コモン電極線と電気的に接続され、前記第二スイッチ
ユニットのドレインは、前記画素電極と電気的に接続される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　更に、前記第一走査信号の周期をｔ１で表す場合、前記第二走査線は、前記第一走査信
号の１／２ ｔ１時点に前記第二走査信号を伝送する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　更に、前記第一スイッチは、前記第一サブ走査線・前記データ線・前記第一サブ画素電
極と電気的に接続され、
　前記第二スイッチは、前記第一サブ走査線・前記データ線・前記第二サブ画素電極と電
気的に接続され、
　前記第三スイッチは、前記第二サブ走査線・前記コモン電極線・前記第五スイッチと電
気的に接続され、
　前記第四スイッチは、前記第一サブ画素電極・前記第二走査線・前記第一コモン電極線
と電気的に接続され、
　前記第五スイッチは、前記第二サブ画素電極・前記第二走査線・前記第二コモン電極線
と電気的に接続される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の液晶表示装置において、
　更に、前記第一スイッチのゲートは、前記第一サブ走査線と電気的に接続され、前記第
一スイッチのソースは、前記データ線と電気的に接続され、前記第一スイッチのドレイン
は、前記第一サブ画素電極と電気的に接続され、
　前記第二スイッチのゲートは、前記第一サブ走査線と電気的に接続され、前記第二スイ
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ッチのソースは、前記データ線と電気的に接続され、前記第二スイッチのドレインは、前
記第二サブ画素電極と電気的に接続され、
　前記第三スイッチのゲートは、前記第二サブ走査線と電気的に接続され、前記第三スイ
ッチのソースは、前記コモン電極線と電気的に接続され、前記第三スイッチのドレインは
、前記第五スイッチのドレインと電気的に接続され、
　前記第四スイッチのゲートは、前記第二走査線と電気的に接続され、前記第四スイッチ
のソースは、前記第一コモン電極線と電気的に接続され、前記第四スイッチのドレインは
、前記第一サブ画素電極と電気的に接続され、
　前記第五スイッチのゲートは、前記第二走査線と電気的に接続され、前記第五スイッチ
のソースは、前記第二コモン電極線と電気的に接続され、前記第五スイッチのドレインは
、前記第二サブ画素電極と電気的に接続される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　更に、前記第一サブ走査信号の周期をｔ１１で表す場合、前記第二走査線は、前記第一
サブ走査信号の１／２ ｔ１１時点に前記第二走査信号を伝送する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】
　画素構造の駆動方法であって、
　前記画素構造は、データ線と、前記データ線と垂直に交差した第一走査線と、前記第一
走査線と平行に設けられた第二走査線と、前記第一走査線と前記第二走査線の間に設けら
れた画素電極と、コモン電圧を提供するためのコモン電極線とからなり、
　更に前記画素構造には、前記第一走査線と電気的に接続された第一スイッチユニット、
及び前記第二走査線と電気的に接続された第二スイッチユニットが設けられ、
　更にこのうち、前記駆動方法は、
　前記第一走査線が第一走査信号を伝送し、これにより前記第一スイッチユニットがオン
になる手順と、
　前記データ線がオンになった前記第一スイッチユニットを通して前記画素電極に画素電
極電圧を提供し、これにより前記画素電極が充電される手順と、
　充電が終了し、前記画素電極が電量を保った状態にある時、前記第二走査線が第二走査
信号を伝送し、これにより前記第二スイッチユニットがオンになる手順と、
　前記コモン電極線がオンになった前記第二スイッチユニットを通して前記画素電極にコ
モン電圧を提供し、これにより前記画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になる手順とを
含み、
　更に、
　前記画素電極は、第一サブ画素電極と、第二サブ画素電極とからなり、
　前記コモン電極線は、第一コモン電極線と、第二コモン電極線とからなり、
　前記第一スイッチユニットは、第一スイッチと、第二スイッチと、第三スイッチとから
なり、
　前記第二スイッチユニットは、第四スイッチと、第五スイッチとからなり、
　前記第一走査線は、第一サブ走査線と、第二サブ走査線とからなり、
　前記第一走査信号は、第一サブ走査信号と、第二サブ走査信号とからなり、
　更にこのうち、前記駆動方法は、
　前記第一サブ走査線が第一サブ走査信号を伝送し、これにより前記第一スイッチと前記
第二スイッチがオンになる手順と、
　前記データ線がオンになった前記第一スイッチと前記第二スイッチを通して、それぞれ
前記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極に画素電極電圧を提供し、これにより前記
第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極が充電される手順と、
　充電終了後、前記第二サブ走査線が第二サブ走査信号を伝送することで、前記第三スイ
ッチがオンになり、これにより前記第一サブ画素電極と前記第二サブ画素電極が放電し、
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且つ放電が終了し、前記第一サブ画素電極と第二サブ画素電極が電量を保った状態にある
時、前記第二走査線は、第二走査信号を伝送し、これにより前記第四スイッチと前記第五
スイッチがオンになる手順と、
　前記第一コモン電極線と前記第二コモン電極線が、それぞれオンになった前記第四スイ
ッチと前記第五スイッチを通して、前記第一サブ画素電極と第二サブ画素電極に前記コモ
ン電圧を提供し、これにより前記画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になる手順と、を
含む
　ことを特徴とする画素構造の駆動方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の画素構造の駆動方法において、
　更に、前記第一走査信号の周期をｔ１で表す場合、前記第二走査線は、前記第一走査信
号の１／２ ｔ１時点に前記第二走査信号を伝送する
　ことを特徴とする画素構造の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、表示技術に関し、特に、液晶表示装置・画素構造及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
３Ｄのシャッターグラス（Ｓｈｕｔｔｅｒ　Ｇｌａｓｓ）技術には、クロストーク（Ｃｒ
ｏｓｓ　ｔａｌｋ）が大きいという問題が普遍的に存在している。現在、この問題を解決
するために、従来技術でよく用いられる方法は、主に二種類ある。
【０００３】
一つ目の方法は、バックライトスキャンモード（ＢＬＵ　Ｓｃａｎｎｉｎｇ　Ｍｏｄｅ）
であり、基本的な周波数は１２０Ｈｚである。二つ目の方法は、黒挿入技術（Ｂｌａｃｋ
　Ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）、即ちバックライト点滅モード（ＢＬＵ　Ｂｌｉｎｋｉｎｇ　Ｍ
ｏｄｅ）であり、左右目用の信号切替え時に黒画面を挿入することによって実現される。
例えば、右目用フレームが終了した後、黒画面を一フレーム挿入してから、左目用フレー
ムの走査を行う。しかし、以上の二種類の方法には、一定の制限が存在している。
【０００４】
このうち、一つ目の方法は、走査方式において制限される。ＢＬＵは片側短辺か両短辺の
構造で無ければならず、更にＣｒｏｓｓ　ｔａｌｋの改善効果も望ましくはない。二つ目
の方法は、左右目用の信号切替え時に一フレームの黒画面を挿入する必要があるため、よ
り高いリフレッシュレートが求められる（通常は２４０Ｈｚ）。このため、充電時間（Ｃ
ｈａｒｇｉｎｇ　ｔｉｍｅ）が１２０Ｈｚの半分に短縮されて、パネルに充電不足のリス
クが生じ、これによりムラ（Ｍｕｒａ）の発生を招き、液晶表示装置の品質に多大な影響
を与えてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、画素電極の充電時間と液晶表示装置の解像度を保証するとともに、黒挿入技術
を実現することにより、３Ｄクロストークの低減効果を得ることが可能な、液晶表示装置
・画素構造及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上述の目的を達成するために、本発明が提供する画素構造は、データ線と、データ線と垂
直に交差した第一走査線と、第一走査線と平行に設けられた第二走査線と、第一走査線と
第二走査線の間に設けられた画素電極と、コモン電圧を提供するためのコモン電極線とか
らなる。更に画素構造には、第一走査線と電気的に接続された第一スイッチユニット、及
び第二走査線と電気的に接続された第二スイッチユニットが設けられる。このうち、第一
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走査線は、第一スイッチユニットをオンにする第一走査信号を伝送するために用いられる
。データ線は、オンになった第一スイッチユニットを通して画素電極に画素電極電圧を提
供し、これにより画素電極が充電される。充電が終了し、画素電極が電量を保った状態に
ある時、第二走査線が第二走査信号を伝送し、これにより第二スイッチユニットがオンに
なる。コモン電極線は、オンになった第二スイッチユニットを通して画素電極にコモン電
圧を提供し、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になる。
【０００７】
このうち、第一スイッチユニットのゲートは、第一走査線と電気的に接続され、第一スイ
ッチユニットのソースは、データ線と電気的に接続され、第一スイッチユニットのドレイ
ンは、画素電極と電気的に接続される。また、第二スイッチユニットのゲートは、第二走
査線と電気的に接続され、第二スイッチユニットのソースは、コモン電極線と電気的に接
続され、第二スイッチユニットのドレインは、画素電極と電気的に接続される。
【０００８】
このうち、第一走査信号の周期をｔ１で表す場合、第二走査線は第一走査信号の１／２　
ｔ１時点に第二走査信号を伝送する。
【０００９】
このうち、画素電極は、第一サブ画素電極と、第二サブ画素電極とからなる。コモン電極
線は、第一コモン電極線と、第二コモン電極線とからなる。第一スイッチユニットは、第
一スイッチと、第二スイッチと、第三スイッチとからなる。第二スイッチユニットは、第
四スイッチと、第五スイッチとからなる。第一走査線は、第一サブ走査線と、第二サブ走
査線とからなる。第一走査信号は、第一サブ走査信号と、第二サブ走査信号とからなる。
このうち、第一サブ走査線は、第一スイッチと第二スイッチをオンにする第一サブ走査信
号を伝送するために用いられる。データ線は、オンになった第一スイッチと第二スイッチ
を通して、それぞれ第一サブ画素電極と第二サブ画素電極に画素電極電圧を提供し、これ
により第一サブ画素電極と第二サブ画素が充電される。充電終了後、第二サブ走査線が第
二サブ走査信号を伝送することで、第三スイッチがオンになり、これにより第一サブ画素
と第二サブ画素が放電する。放電が終了し、第一サブ画素電極と第二サブ画素電極が電量
を保った状態にある時、第二走査線は第二走査信号を伝送することにより、第四スイッチ
と第五スイッチがオンになる。第一コモン電極線と第二コモン電極線は、それぞれオンに
なった第四スイッチと第五スイッチを通して第一サブ画素電極と第二サブ画素電極にコモ
ン電圧を提供し、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になる。
【００１０】
このうち、第一スイッチは、第一サブ走査線・データ線・第一サブ画素電極と電気的に接
続される。第二スイッチは、第一サブ走査線・データ線・第二サブ画素電極と電気的に接
続される。第三スイッチは、第二サブ走査線・コモン電極線・第五スイッチと電気的に接
続される。第四スイッチは、第一サブ画素電極・第二走査線・第一コモン電極線と電気的
に接続される。第五スイッチは、第二サブ画素電極・第二走査線・第二コモン電極線と電
気的に接続される。
【００１１】
このうち、第一スイッチのゲートは、第一サブ走査線と電気的に接続され、第一スイッチ
のソースは、データ線と電気的に接続され、第一スイッチのドレインは、第一サブ画素電
極と電気的に接続される。第二スイッチのゲートは、第一サブ走査線と電気的に接続され
、第二スイッチのソースは、データ線と電気的に接続され、第二スイッチのドレインは、
第二サブ画素電極と電気的に接続される。第三スイッチのゲートは、第二サブ走査線と電
気的に接続され、第三スイッチのソースは、コモン電極線と電気的に接続され、第三スイ
ッチのドレインは、第五スイッチのドレインと電気的に接続される。第四スイッチのゲー
トは、第二走査線と電気的に接続され、第四スイッチのソースは、第一コモン電極線と電
気的に接続され、第四スイッチのドレインは、第一サブ画素電極と電気的に接続される。
第五スイッチのゲートは、第二走査線と電気的に接続され、第五スイッチのソースは、第
二コモン電極線と電気的に接続され、第五スイッチのドレインは、第二サブ画素電極と電
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気的に接続される。
【００１２】
このうち、第一サブ走査信号の周期をｔ１１で表す場合、第二走査線は第一サブ走査信号
の１／２　ｔ１１時点に第二走査信号を伝送する。
【００１３】
また、上述の目的を達成するために、本発明が提供する液晶表示装置は、相対して設けら
れた配列基板及びカラーフィルター基板とからなる。このうち、配列基板には、画素構造
が設けられる。前記画素構造は、データ線と、データ線と垂直に交差した第一走査線と、
第一走査線と平行に設けられた第二走査線と、第一走査線と第二走査線の間に設けられた
画素電極と、コモン電圧を提供するためのコモン電極線とからなる。更に画素構造には、
第一走査線と電気的に接続された第一スイッチユニット、及び第二走査線と電気的に接続
された第二スイッチユニットが設けられる。このうち、第一走査線は、第一スイッチユニ
ットをオンにする第一走査信号を伝送するために用いられる。データ線は、オンになった
第一スイッチユニットを通して画素電極に画素電極電圧を提供し、これにより画素電極が
充電される。充電が終了し、画素電極が電量を保った状態にある時、第二走査線が第二走
査信号を伝送し、これにより第二スイッチユニットがオンになる。コモン電極線は、オン
になった第二スイッチユニットを通して画素電極にコモン電圧を提供し、これにより画素
電極電圧がコモン電圧と同等になる。
【００１４】
このうち、第一スイッチユニットのゲートは、第一走査線と電気的に接続され、第一スイ
ッチユニットのソースは、データ線と電気的に接続され、第一スイッチユニットのドレイ
ンは、画素電極と電気的に接続される。また、第二スイッチユニットのゲートは、第二走
査線と電気的に接続され、第二スイッチユニットのソースは、コモン電極線と電気的に接
続され、第二スイッチユニットのドレインは、画素電極と電気的に接続される。
【００１５】
このうち、第一走査信号の周期をｔ１で表す場合、第二走査線は第一走査信号の１／２　
ｔ１時点に第二走査信号を伝送する。
【００１６】
このうち、画素電極は、第一サブ画素電極と、第二サブ画素電極とからなる。コモン電極
線は、第一コモン電極線と、第二コモン電極線とからなる。第一スイッチユニットは、第
一スイッチと、第二スイッチと、第三スイッチとからなる。第二スイッチユニットは、第
四スイッチと、第五スイッチとからなる。第一走査線は、第一サブ走査線と、第二サブ走
査線とからなる。第一走査信号は、第一サブ走査信号と、第二サブ走査信号とからなる。
このうち、第一サブ走査線は、第一スイッチと第二スイッチをオンにする第一サブ走査信
号を伝送するために用いられる。データ線は、オンになった第一スイッチと第二スイッチ
を通して、それぞれ第一サブ画素電極と第二サブ画素電極に画素電極電圧を提供し、これ
により第一サブ画素電極と第二サブ画素が充電される。充電終了後、第二サブ走査線が第
二サブ走査信号を伝送することで、第三スイッチがオンになり、これにより第一サブ画素
と第二サブ画素が放電する。放電が終了し、第一サブ画素電極と第二サブ画素電極が電量
を保った状態にある時、第二走査線は第二走査信号を伝送することにより、第四スイッチ
と第五スイッチがオンになる。第一コモン電極線と第二コモン電極線は、それぞれオンに
なった第四スイッチと第五スイッチを通して第一サブ画素電極と第二サブ画素電極にコモ
ン電圧を提供し、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になる。
【００１７】
このうち、第一スイッチは、第一サブ走査線・データ線・第一サブ画素電極と電気的に接
続される。第二スイッチは、第一サブ走査線・データ線・第二サブ画素電極と電気的に接
続される。第三スイッチは、第二サブ走査線・コモン電極線・第五スイッチと電気的に接
続される。第四スイッチは、第一サブ画素電極・第二走査線・第一コモン電極線と電気的
に接続される。第五スイッチは、第二サブ画素電極・第二走査線・第二コモン電極線と電
気的に接続される。
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【００１８】
このうち、第一スイッチのゲートは、第一サブ走査線と電気的に接続され、第一スイッチ
のソースは、データ線と電気的に接続され、第一スイッチのドレインは、第一サブ画素電
極と電気的に接続される。第二スイッチのゲートは、第一サブ走査線と電気的に接続され
、第二スイッチのソースは、データ線と電気的に接続され、第二スイッチのドレインは、
第二サブ画素電極と電気的に接続される。第三スイッチのゲートは、第二サブ走査線と電
気的に接続され、第三スイッチのソースは、コモン電極線と電気的に接続され、第三スイ
ッチのドレインは、第五スイッチのドレインと電気的に接続される。第四スイッチのゲー
トは、第二走査線と電気的に接続され、第四スイッチのソースは、第一コモン電極線と電
気的に接続され、第四スイッチのドレインは、第一サブ画素電極と電気的に接続される。
第五スイッチのゲートは、第二走査線と電気的に接続され、第五スイッチのソースは、第
二コモン電極線と電気的に接続され、第五スイッチのドレインは、第二サブ画素電極と電
気的に接続される。
【００１９】
このうち、第一サブ走査信号の周期をｔ１１で表す場合、第二走査線は第一サブ走査信号
の１／２　ｔ１１時点に第二走査信号を伝送する。
【００２０】
また、上述の目的を達成するために、本発明が提供する画素構造の駆動方法において、画
素構造は、データ線と、データ線と垂直に交差した第一走査線と、第一走査線と平行に設
けられた第二走査線と、第一走査線と第二走査線の間に設けられた画素電極と、コモン電
圧を提供するためのコモン電極線とからなる。更に画素構造には、第一走査線と電気的に
接続された第一スイッチユニット、及び第二走査線と電気的に接続された第二スイッチユ
ニットが設けられる。また、前記駆動方法は、以下の手順を含む。即ち、第一走査線が第
一走査信号を伝送し、これにより第一スイッチユニットがオンになる手順。データ線がオ
ンになった第一スイッチユニットを通して画素電極に画素電極電圧を提供し、これにより
画素電極が充電される手順。充電が終了し、画素電極が電量を保った状態にある時、第二
走査線が第二走査信号を伝送し、これにより第二スイッチユニットがオンになる手順。コ
モン電極線が、オンになった第二スイッチユニットを通して画素電極にコモン電圧を提供
し、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になる手順。
【００２１】
このうち、第一走査信号の周期をｔ１で表す場合、第二走査線は第一走査信号の１／２　
ｔ１時点に第二走査信号を伝送する。
【発明の効果】
【００２２】
よって本発明は、従来技術と比較して以下の有益な効果を備える。本発明の画素構造は、
データ線と、第一走査線と、第二走査線と、画素電極と、コモン電極線と、第一スイッチ
ユニットと、第二スイッチユニットとからなる。このうち、第一走査線が第一スイッチユ
ニットをオンにする第一走査線信号を伝送するとともに、データ線がオンになった第一ス
イッチユニットを通して画素電極に画素電極電圧を提供することで、画素電極が充電され
る。充電が終了し、画素電極が電量を保った状態にある時、第二走査線が第二走査信号を
伝送し、これにより第二スイッチユニットがオンになる。コモン電極線は、オンになった
第二スイッチユニットを通して画素電極にコモン電圧を提供し、これにより画素電極電圧
がコモン電圧と同等になる。以上の方法により、本発明において、第一走査線が主に画素
電極の充電時に作用するとともに、充電が終了し、画素電極が電量を保った状態にある時
に第二走査線が作用し始めることで、画素電極電圧がコモン電圧と同等になり、これによ
り黒画面が挿入される。また、第二走査線の動作と第一走査線の動作は、互いに独立して
干渉せず、且つ第二走査線は、第一走査線のリフレッシュレートに影響しない。これによ
り、画素電極の充電時間が保証される。このほか、画素電極の充電時、第一走査線の作用
だけで済むため、本発明の解像度は更に高くなる。よって本発明は、画素電極の充電時間
と液晶表示装置の解像度を保証するとともに、黒挿入技術を実現して、３Ｄクロストーク
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の低減効果を得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例１における画素構造を示した概略図である。
【図２】図１の画素構造の等価回路を示した回路図である。
【図３】図１の第一走査線と第二走査線の駆動波形を示した波形図である。
【図４】本発明の実施例２における画素構造を示した概略図である。
【図５】図４の画素構造の等価回路を示した回路図である。
【図６】図４の第一走査線と第二走査線の駆動波形を示した波形図である。
【図７】本発明の実施例３における液晶表示装置の構造を示した概略図である。
【図８】本発明の実施例４における画素構造の駆動方法を示したフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
以下では、図と実施例を参照しつつ、本発明について詳しく説明する。
【００２５】
（実施例１）
図１と図２を参照する。図１は、本発明の実施例１における画素構造を示した概略図であ
る。図２は、図１の画素構造の等価回路を示した回路図である。本発明の画素構造１０は
、データ線１１と、データ線１１と垂直に交差した第一走査線１２と、第一走査線１２と
平行に設けられた第二走査線１３と、第一走査線１２と第二走査線１３の間に設けられた
画素電極１４と、コモン電圧を提供するためのコモン電極線１５とからなる。更に画素構
造１０には、第一走査線１２と電気的に接続された第一スイッチユニット１６、及び第二
走査線１３と電気的に接続された第二スイッチユニット１７が設けられる。
【００２６】
本実施例において、第一スイッチユニット１６のゲートＧ１は、第一走査線１２と電気的
に接続され、第一スイッチユニット１６のソースＳ１は、データ線１１と電気的に接続さ
れ、第一スイッチユニット１６のドレインＤ１は、画素電極１４と電気的に接続される。
【００２７】
第二スイッチユニット１７のゲートＧ２は、第二走査線１３と電気的に接続され、第二ス
イッチユニット１７のソースＳ２は、コモン電極線１５と電気的に接続され、第二スイッ
チユニット１７のドレインＤ２は、画素電極１４と電気的に接続される。このうち、コモ
ン電極線１５は、垂直に交差した二つの分岐線１５１・１５２からなる。第二スイッチユ
ニット１７のソースＳ２上方には、開孔１１１が設けられ、コモン電極線１５の分岐線１
５２上方には、もう一つの開孔１１０が設けられる。導電層１１２は、開孔１１０・１１
１を通して、第二スイッチユニット１７のソースＳ２とコモン電極線１５の分岐線１５２
が電気的に接続されるようにする。また導電層１１２の材料は、画素電極１４と同じであ
ることが望ましい。
【００２８】
本実施例において、画素電極１４の上方には、液晶層（図示せず）が設けられ、画素電極
１４の下方には、コモン電極線１５が設けられる。これにより、画素電極１４と液晶層の
間には、液晶容量ＣＬＣが形成され、画素電極１４とコモン電極線１５の間には、蓄積容
量ＣＳＴが形成される（図２参照）。
【００２９】
尚、図１に示した画素構造１０は、図２に示した等価回路の回路図における一種の画素構
造を表しているにすぎないことに注意されたい。図２に示した回路図の画素構造と合致す
る構造は、いずれも本発明の保護請求の範囲に含まれる。
【００３０】
以下、画素構造１０の動作原理について説明する。
【００３１】
合わせて図３を参照する。図３は、画素構造１０の第一走査線１２と第二走査線１３の駆
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動波形を示している。第一走査線１２は第一スイッチユニット１６をオンにする第一走査
信号Ｇａｔｅ１を伝送し、データ線１１はオンになった第一スイッチユニット１６を通し
て画素電極１４に画素電極電圧を提供し、これにより画素電極１４が充電される。充電が
終了し、画素電極１４が電量を保った状態にある時、第二走査線１３が第二走査信号Ｇａ
ｔｅ２を伝送することにより、第二スイッチユニット１７がオンになる。コモン電極線１
５はオンになった第二スイッチユニット１７を通して画素電極１４にコモン電圧を提供し
、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になって、黒画面が挿入される。
【００３２】
本実施例において、第一走査信号Ｇａｔｅ１の周期ｔ１と第二走査信号Ｇａｔｅ２の周期
ｔ２は、等しくなる。また、第二走査線１３は、第一走査信号の１／２　ｔ１時点に第二
走査信号Ｇａｔｅ２を伝送することが望ましい。
【００３３】
前述を受けて、画素構造１０には第一走査線１２と第二走査線１３が設けられるとともに
、第一走査線１２は主に画素電極１４の充電時に作用し、且つ第二走査線１３は主に画素
電極１４が充電を終了して電量を保った状態にある時に第二走査線信号Ｇａｔｅ２を伝送
し、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になり、黒画面が挿入される。第二走査
線１３の動作と第一走査線１２の動作は、互いに独立して干渉しない。第二走査線１３は
、第一走査線１２のリフレッシュレートに影響しない。よって、画素電極１４の充電時間
が保証される。
【００３４】
このほか、本実施例において、画素電極１４の充電時には第一走査線１２の作用しか必要
とせず、より高い解像度が得られる。
【００３５】
よって、本実施例の画素構造１０は、画素電極１４の充電時間と液晶表示装置の解像度を
保証するとともに、黒挿入技術の実現が可能であり、これにより３Ｄクロストークの低減
効果が得られる。
【００３６】
（実施例２）
また、本発明が提供するもう一つの画素構造について、上述した画素構造１０を基礎とし
た上で詳述する。図４と図５を参照する。画素構造４０は、データ線４１と、データ線４
１と垂直に交差した第一走査線４２と、第一走査線４２と平行に設けられた第二走査線４
３と、第一走査線４２と第二走査線４３の間に設けられた画素電極４４と、コモン電圧を
提供するためのコモン電極線４５とからなる。更に画素構造４０には、第一走査線４２と
電気的に接続された第一スイッチユニット４６、及び第二走査線４３と電気的に接続され
た第二スイッチユニット４７が設けられる。このうち、データ線４１・第一走査線４２・
第二走査線４３・画素電極４４・コモン電極線４５・第一スイッチユニット４６・第二ス
イッチユニット４７は、それぞれ図１に示したデータ線１１・第一走査線１２・第二走査
線１３・画素電極１４・コモン電極線１５・第一スイッチユニット１６・第二スイッチユ
ニット１７と同等、或は類似した構造をなす。
【００３７】
本実施例の画素構造４０は、広視野角の画素構造である。具体的に述べると、本実施例に
おいて、画素電極４４は、第一サブ画素電極４４１と、第二サブ画素電極４４２とからな
る。コモン電極線４５は、第一コモン電極線４５１と、第二コモン電極線４５２とからな
る。第一スイッチユニット４６は、第一スイッチ４６１と、第二スイッチ４６２と、第三
スイッチ４６３とからなる。第二スイッチユニット４７は、第四スイッチ４７１と、第五
スイッチ４７２とからなる。第一走査線４２は、第一サブ走査線４２１と、第二サブ走査
線４２２とからなる。第一走査信号Ｇａｔｅ１は、第一サブ走査信号Ｇａｔｅ１１と、第
二サブ走査信号Ｇａｔｅ１２とからなる。このうち、第一スイッチ４６１は、第一サブ走
査線４２１・データ線４１・第一サブ画素電極４４１と電気的に接続される。第二スイッ
チ４６２は、第一サブ走査線４２１・データ線４１・第二サブ画素電極４４２と電気的に
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接続される。第三スイッチ４６３は、第二サブ走査線４２２・コモン電極線４５・第五ス
イッチ４７２と電気的に接続される。第四スイッチ４７１は、第一サブ画素電極４４１・
第二走査線４３・第一コモン電極線４５１と電気的に接続される。第五スイッチ４７２は
、第二サブ画素電極４４２・第二走査線４３・第二コモン電極線４５２と電気的に接続さ
れる。
【００３８】
具体的には、第一スイッチ４６１のゲートＧ１１は、第一サブ走査線４２１と電気的に接
続され、第一スイッチ４６１のソースＳ１１は、データ線４１と電気的に接続され、第一
スイッチ４６１のドレインＤ１１は、第一サブ画素電極４４１と電気的に接続される。
【００３９】
第二スイッチ４６２のゲートＧ１２は、第一サブ走査線４２１と電気的に接続され、第二
スイッチ４６２のソースＳ１２は、データ線４１と電気的に接続され、第二スイッチ４６
２のドレインＤ１２は、第二サブ画素電極４４２と電気的に接続される。
【００４０】
第三スイッチ３６３のゲートＧ１３は、第二サブ走査線４２２と電気的に接続され、第三
スイッチ４６３のソースＳ１３は、コモン電極線４５と電気的に接続され、第三スイッチ
４６３のドレインＤ１３は、第五スイッチ４７２のドレインＤ１５と電気的に接続される
。このうち、第一コモン電極線４５１は、垂直に交差した二つの分岐線４５１１・４５１
２からなり、第二コモン電極線４５２は、垂直に交差した二つの分岐線４５２１・４５２
２からなる。また、第三スイッチ４６３のソースＳ１３と分岐線４５２２との間には、共
有電気容量Ｃ１０が形成される（図５参照）。
【００４１】
第四スイッチ４７１のゲートＧ１４は、第二走査線４３と電気的に接続され、第四スイッ
チ４７１のソースＳ１４は、第一コモン電極線４５１と電気的に接続され、第四スイッチ
４７１のドレインＤ１４は、第一サブ画素電極４４１と電気的に接続される。このうち、
第四スイッチ４７１のソースＳ１４上方には、開孔１４０が設けられ、第一コモン電極線
４５１の分岐線４５１２上方には、もう一つの開孔１４１が設けられる。導電層１４２は
、開孔１４０・１４１を通して、第四スイッチ４７１のソースＳ１４と第一コモン電極線
４５１の分岐線４５１２が電気的に接続されるようにする。また導電層１４２の材料は、
画素電極４４と同じであることが望ましい。
【００４２】
第五スイッチ４７２のゲートＧ１５は、第二走査線４３と電気的に接続され、第五スイッ
チ４７２のソースＳ１５は、第二コモン電極線４５２と電気的に接続され、第五スイッチ
４７２のドレインＤ１５は、第二サブ画素電極４４２と電気的に接続される。このうち、
第五スイッチ４７２のソースＳ１５上方には、開孔１５０が設けられ、第二コモン電極線
４５２の分岐線４５２２上方には、もう一つの開孔１５１が設けられる。導電層１５２は
、開孔１５０・開孔１５１を通して、第五スイッチ４７２のソースＳ１５と第二コモン電
極線４５２の分岐線４５２２がが電気的に接続されるようにする。また導電層１５２の材
料は、画素電極４４と同じであることが望ましい。
【００４３】
本実施例において、第一サブ画素電極４４１の上方には、液晶層（図示せず）が設けられ
、第一サブ画素電極４４１の下方には、第一コモン電極線４５１が設けられる。これによ
り、第一サブ画素電極４４１と液晶層の間には、第一液晶容量ＣＬＣ１が形成され、第一
サブ画素電極４４１と第一コモン電極線４５１の間には、第一蓄積容量ＣＳＴ１が形成さ
れる（図５参照）。また同様の原理で、第二サブ画素電極４４２の上方には、液晶層（図
示せず）が設けられ、第二サブ画素電極４４２の下方には、第二コモン電極線４５２が設
けられる。これにより、第二サブ画素電極４４２と液晶層の間には、第二液晶容量ＣＬＣ
２が形成され、第二サブ画素電極４４２と第二コモン電極線４５２の間には、第二蓄積容
量ＣＳＴ２が形成される（図５参照）。
【００４４】



(13) JP 6208876 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

尚、図４に示した画素構造４０は、図５に示した等価回路の回路図における一種の画素構
造を表しているにすぎないことに注意されたい。図５に示した回路図の画素構造と合致す
る構造は、いずれも本発明の保護請求の範囲に含まれる。
【００４５】
以下、画素構造４０の動作原理について説明する。
【００４６】
合わせて図６を参照する。図６は、画素構造４０の第一サブ走査線４２１・第二サブ走査
線４２２・第二走査線４３の駆動波形を示している。第一サブ走査線４２１は、第一スイ
ッチ４６１と第二スイッチ４６２をオンにする第一サブ走査信号Ｇａｔｅ１１を伝送する
ために用いられる。データ線４１は、オンになった第一スイッチ４６１と第二スイッチ４
６２を通して、それぞれ第一サブ画素電極４４１と第二サブ画素電極４４２に画素電極電
圧を提供し、これにより第一サブ画素電極４４１と第二サブ画素電極４４２が充電される
。充電終了後、第二サブ走査線４２２が第二サブ走査信号Ｇａｔｅ１２を伝送することで
、第三スイッチ４６３がオンになり、これにより第一サブ画素電極４４１と第二サブ画素
電極４４２が放電する。放電が終了し、第一サブ画素電極４４１と第二サブ画素電極４４
２が電量を保った状態にある時、第二走査線４３が第二走査信号Ｇａｔｅ２を伝送するこ
とにより、第四スイッチ４７１と第五スイッチ４７２がオンになる。第一コモン電極線４
５１と第二コモン電極線４５２は、それぞれオンになった第四スイッチ４７１と第五スイ
ッチ４７２を通して、第一サブ画素電極４４１と第二サブ画素電極４４２にコモン電圧を
提供し、これにより画素電極電圧がコモン電圧と同等になって、黒画面が挿入される。
【００４７】
本実施例において、第一サブ走査信号Ｇａｔｅ１１・第二サブ走査信号Ｇａｔｅ１２・第
二走査信号Ｇａｔｅ２の周期ｔ１１・ｔ１２・ｔ２は、等しくなる。また、第二走査線４
３は、第一サブ走査信号Ｇａｔｅ１１の１／２　ｔ１１時点に第二走査信号Ｇａｔｅ２を
伝送することが望ましい。
【００４８】
また同様の原理で、本実施例の画素構造４０は、画素電極４４の充電時間と液晶表示装置
の解像度を保証するとともに、黒挿入技術の実現が可能であり、これにより３Ｄクロスト
ークの低減効果が得られる。
【００４９】
（実施例３）
図７を参照する。図７は、本発明の液晶表示装置の構造を示した概略図である。本発明の
液晶表示装置７０は、相対して設けられた配列基板７１・カラーフィルター基板７２と、
配列基板７１とカラーフィルター基板７２の間に設けられた液晶層７３とからなる。この
うち、配列基板７１には、前述した画素構造が設けられる。
【００５０】
（実施例４）
図８を参照する。図８は、本発明の画素構造の駆動方法を示したフロー図である。このう
ち、本実施例の画素構造は、前述した画素構造である。具体的に述べると、本実施例の画
素構造は、データ線と、データ線と垂直に交差した第一走査線と、第一走査線と平行に設
けられた第二走査線と、第一走査線と第二走査線の間に設けられた画素電極と、コモン電
圧を提供するためのコモン電極線とからなる。更に画素構造には、第一走査線と電気的に
接続された第一スイッチユニット、及び第二走査線と電気的に接続された第二スイッチユ
ニットが設けられる。本実施例の画素構造の駆動方法は、以下の手順を含む（図８参照）
。
【００５１】
手順Ｓ１：第一走査線が第一走査信号を伝送し、これにより第一スイッチユニットがオン
になる。
【００５２】
手順Ｓ２：データ線がオンになった第一スイッチユニットを通して画素電極に画素電極電
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圧を提供し、これにより画素電極が充電される。
【００５３】
手順Ｓ３：充電が終了し、画素電極が電量を保った状態にある時、第二走査線が第二走査
信号を伝送し、これにより第二スイッチユニットがオンになる。
【００５４】
更に手順Ｓ３において、第一走査信号と第二走査信号の周期ｔ１とｔ２は、等しくなる。
また、第二走査線は、第一走査信号の１／２　ｔ１時点に第二走査信号を伝送することが
望ましい。
【００５５】
手順Ｓ４：コモン電極線がオンになった第二スイッチユニットを通して画素電極にコモン
電圧を提供し、これにより画素電極電圧が前記コモン電圧と同等になる。
【００５６】
上述を総じて言えば、本発明の画素構造は、第一走査線が第一走査信号を伝送することで
第一スイッチユニットがオンになり、更にデータ線がオンになった第一スイッチユニット
を通して画素電極に画素電極電圧を提供し、これにより画素電極が充電されるとともに、
充電が終了し、画素電極が電量を保った状態にある時、第二走査線が第二走査信号を伝送
することで第二スイッチユニットがオンになり、更にコモン電極線がオンになった第二ス
イッチユニットを通して画素電極へコモン電圧を流し、これにより画素電極電圧がコモン
電位と同等になり、黒画面が挿入される。以上の方法により、本発明は、画素電極の充電
時間と液晶表示装置の解像度を保証するとともに、黒画面を挿入して、黒挿入技術を実現
する。これにより、３Ｄクロストークの低減効果が得られる。
【００５７】
以上は、本発明の実施例について述べたに過ぎず、これにより本発明の請求範囲を限定す
るものではない。本発明の明細書及び図の内容を利用してなされた同等の効果を持つ構造
やフローについての変更、或は、他の関連技術における直接的・間接的な運用は、いずれ
も本発明の特許保護の範囲内に含まれる。
【符号の説明】
【００５８】
１０   画素構造
１１   データ線
１１０ 開孔
１１１ 開孔
１１２ 導電層
１２   走査線
１３   第二走査線
１４   画素電極
１４０ 開孔
１４１ 開孔
１４２ 導電層
１５   コモン電極線
１５０ 開孔
１５１ 分岐線（図１）
１５２ 分岐線（図１）
１５１ 開孔（図４）
１５２ 導電層（図４）
１６   第一スイッチユニット
１７   第二スイッチユニット
４０   画素構造
４１   データ線
４２   第一走査線
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４２１ 第一サブ走査線
４２２ 第二サブ走査線
４３   第二走査線
４４   画素電極
４４１ 第一サブ画素電極
４４２ 第二サブ画素電極
４５   コモン電極線
４５１ 第一コモン電極線
４５１１      分岐線
４５１２      分岐線
４５２ 第二コモン電極線
４５２１      分岐線
４５２２      分岐線
４６   第一スイッチユニット
４６１ 第一スイッチ
４６２ 第二スイッチ
４６３ 第三スイッチ
４７   第二スイッチユニット
４７１ 第四スイッチ
４７２ 第五スイッチ
７０   液晶表示装置
７１   配列基板
７２   カラーフィルター基板
７３   液晶層
Ｃ１０ 共有電気容量
ＣＬＣ 液晶容量
ＣＬＣ１      第一液晶容量
ＣＬＣ２      第二液晶容量
ＣＳＴ 蓄積容量
ＣＳＴ１      第一蓄積容量
ＣＳＴ２      第二蓄積容量
Ｄ１   ドレイン
Ｄ１１ ドレイン
Ｄ１２ ドレイン
Ｄ１３ ドレイン
Ｄ１４ ドレイン
Ｄ１５ ドレイン
Ｄ２   ドレイン
Ｇ１   ゲート
Ｇ１１ ゲート
Ｇ１２ ゲート
Ｇ１３ ゲート
Ｇ１４ ゲート
Ｇ１５ ゲート
Ｇ２   ゲート
Ｇａｔｅ１    第一走査信号
Ｇａｔｅ１１  第一サブ走査信号
Ｇａｔｅ１２  第二サブ走査信号
Ｇａｔｅ２    第二走査信号
Ｓ１   ソース（図１・図２）
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Ｓ１１ ソース
Ｓ１２ ソース
Ｓ１３ ソース
Ｓ１４ ソース
Ｓ１５ ソース
Ｓ２   ソース（図１・図２）
Ｓ１   手順（図８）
Ｓ２   手順（図８）
Ｓ３   手順
Ｓ４   手順
ｔ１   周期
ｔ１１ 周期
ｔ１２ 周期
ｔ２   周期

【図１】 【図２】

【図３】
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